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基本評価シート（ニホンジカ） 
 

 

１．事業の基本情報 

事業名（※１） 令和３年度鳥取県指定管理鳥獣捕獲等事業実施計画策定調査業務 

令和３年度鳥取県指定管理鳥獣（ニホンジカ）捕獲等事業業務 

令和３年度鳥取県ハンター養成スクール運営業務 

都道府県名 鳥取県 担当者部・係名 緑豊かな自然課 

担当者名 木山 担当者連絡先 0857-26-7979 

捕獲実施事業者 （一社）鳥取県猟友会 

（認定を受けている・

受けていない） 

予算額（※２） 75,491,000 円 

予算額の内捕獲に

要する経費（※３） 

65,233,000 円 

（※１）交付金を用いて実施した事業名を記入。複数ある場合は、事業件名ごとに記入。 

（※２）予算額は、交付金の対象となる指定管理鳥獣捕獲等事業の全体予算を記入する。 

（※３）予算額の内、捕獲に要する経費は、平成 28 年度から適用される交付金所要額調書様式１－２「２ 指

定管理鳥獣の捕獲等」の内訳を記入。その他にも、捕獲に要する経費がある場合は、別途加算する。 

 

○令和３年度における生息等の状況及びこれまでの個体群管理の取組み 

〈指定管理鳥獣捕獲等事業の実績〉 

事業目標 

（目標頭数などの数値目標） 

実施結果 

捕獲頭数 目標達成率 

２，３００頭 ２，６６４頭 １１６％ 

 

〈生息等の状況及びその他の捕獲実績〉 

推定生息頭数 特定計画管理目標 目標生息頭数 

54,741 頭（令和２年度末） 年間捕獲目標 9,000 頭以上 令和 5年度に 18,250 頭 

（平成 23 年度から半減） 

 狩猟捕獲数 許可捕獲(有害) 許可捕獲 (個体数調整) 

５６７頭（速報値） ８，９９３頭（速報値） 0 頭 

                           

○これまでの個体群管理の取組み（都道府県単独事業） 

・狩猟期間の延長（11 月 1 日から翌年の 2月末日まで） 

・くくりわなの輪の直径の禁止の解除 

・有害鳥獣捕獲に対する捕獲奨励金の交付（通年） 

・兵庫・岡山・鳥取の３県連携による「シカ捕獲強化月間」の設定（１０月）及び県境域での

捕獲強化 
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２．令和３年度指定管理鳥獣捕獲等事業の実施概要 

項目 概要 

事業背景・目的  本県のニホンジカは、県東部を中心に生息密度が高く、生息域が拡大して
おり、農林業被害や森林生態系の攪乱が深刻化している。今後も被害拡大の
恐れがあり、捕獲の強化が緊急の課題である。 
 よって、主な生息域である県東部を中心に、県中部・西部においても本事
業を実施して捕獲強化を図り、個体数抑制と分布拡大防止を図る。 
 なお、鳥取県第二種特定鳥獣（ニホンジカ）管理計画においても、本事業
の実施により県境奥山の捕獲強化を推進する旨が位置づけられている。 
 
※特定計画の中での指定管理鳥獣捕獲等事業の位置づけも記載する。 

【選択欄】 
 特定計画の管理目標に不足する捕獲数を高密度地域で上乗せした。 
 分布拡大防止を目的として生息域の外縁で捕獲を実施した。 
 効果的な捕獲手法の開発を行なった。 

 
※事業実施目的に最も近いものを１つ選択。 

人材育成の観点  人材を育成するための配慮、取組がなされている。 
 

実施期間 令和３年８月３０日～令和４年３月１３日 
（うち、捕獲を行った期間は、令和３年９月３日～１２月１７日） 
 

実施区域 県東部区域（鳥取市、岩美町、若桜町、智頭町、八頭町） 
県中部区域（倉吉市、三朝町、琴浦町） 
県西部区域（米子市、大山町、南部町、伯耆町、江府町、日野町、日南町） 
 
 シカの分布拡大と被害の顕在化を未然に防ぐため、県全域の主に県境に接
する奥山を実施区域とした。県東部はニホンジカの主な生息域。県中部・西
部は今後の分布拡大・個体数増加が懸念されている地域である。 
 
※１：実施区域の特徴も記入 

※２：事業計画の地図がある場合は、図面を添付 

関係機関との協力  主に有害捕獲を担う市町村と、捕獲状況の情報共有や、クマ錯誤捕獲時の
対応等、連携・協力して実施した。 
 

事業の捕獲目標 （ １１６％達成） 
＝（ ２，６６４頭 実績値 ）／（ ２，３００頭 目標値） 
 

捕獲手法 【銃猟】 
 誘引狙撃       巻き狩り   忍び猟   
 モバイルカリング   夜間銃猟   
 その他（ 流し猟 ） ※忍び猟も含む 

 
【わな猟】 

 くくりわな      箱わな    囲いわな 
 その他（       ） 

 
※１：各種猟法の定義はマニュアル９ページ参照 ※２：複数チェック可 

捕獲個体の確認方法  個体の身体の一部（耳、尾など） 
 写真（詳細を記載：捕獲個体、各情報を記載したホワイトボード、捕

獲従事者本人のすべてが１枚で確認できる写真） 
 その他（               ） 

※複数チェック可。 

捕獲個体の処分 捕獲個体の処分について 
 全て焼却又は埋設を行っている。 
 一部、食肉等への活用を行っている。 
 一部、放置を認めている。 

※複数チェック可 
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環境への影響への配
慮 

わなによる錯誤捕獲について 
 錯誤捕獲の情報を収集している。 
 錯誤捕獲の実態は不明である。 

 

わなによる錯誤捕獲の未然防止について 
 錯誤捕獲の防止対策をしている。 

（内容： クマの錯誤捕獲防止のため、捕獲したシカの速やかな処理や、ク
マ痕跡確認時はわなの作動を一定期間停止する等の措置を講じるこ
ととしている。イノシシについては捕獲許可（個体数調整）を付与
している。） 

 錯誤捕獲の防止対策はしていない。 
 

鳥類の鉛中毒等について 
 鳥類の鉛中毒症例がない。 
 鳥類の鉛中毒症例が確認されている。 

 

鉛製銃弾について  
 全て鉛製銃弾を使用している。 
 一部、非鉛製銃弾を使用している。 
 全て非鉛製銃弾を使用している。 

 

安全管理の体制  捕獲従事者に対する安全管理研修の実施、緊急時の連絡体制の整備等の事
故防止対策が図っている。 
 

捕獲従事者の体制 【雇用体制】 
捕獲従事者数： ２０５人 
（内訳） 
正規雇用者： － 人、期間雇用者： － 人   日当制： － 人 
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３．令和３年度指定管理鳥獣捕獲等事業の評価 

○指定管理鳥獣捕獲等事業の達成状況の評価について 

1．捕獲に関する評価及び改善点※ 

【目標達成】 

評価： 実施計画は目標頭数を 2,300 頭として策定し、捕獲事業の契約頭数は

2,342 頭となった（頭数の差は積算の精査による。）。捕獲実績は 2,664

頭となり、目標達成率は 116％となった。 

改善点：引き続き、予算額を踏まえて目標頭数を設定し、捕獲事業の適正な実

施により目標達成に努める。 

【実施期間】 

評価： 新型コロナウイルスの影響等により捕獲開始が前年度より１か月遅い

９月上旬となったが、例年に比べ捕獲数が多い月が続き、12 月上旬

に契約頭数に達したため、捕獲作業を終了した。 

改善点：引き続き、十分な実施期間を確保できるよう、実施計画策定や契約手

続き等の早期実施に努める。 

【実施区域】 

評価： 主な生息域である県東部区域では、前年を 330 頭上回り、３年連続で

2,000 頭に達する捕獲があった。県中部・西部区域では前年を 13 頭

上回る 334 頭の捕獲があったが、前年は前年比 20％増であったのに

対し、今年は 4％増と増加率に鈍化がみられた。 

改善点：個体数抑制と分布拡大防止のため、次年度以降も県全域の奥山地域で

の事業実施を継続する。 

【捕獲手法】 

評価： 12 月上旬に事業終了し、積雪の影響を受けなかったこともあり、わ

なによる捕獲が 86％となった。シカの減少に、より重要なメスの捕

獲比率は例年銃猟の方がやや高いが、今年はわな猟 42％、銃猟 44％

とほぼ同程度であった。 

改善点：どちらの捕獲方法にも利点があるため、引き続き銃・わな両方での捕

獲を継続する。 

2．体制整備に関する評価及び改善点 

【実施体制】 

評価： 実施区域が県境付近の奥山地域である上、東部から西部まで県全域に

渡るが、十分な捕獲従事者を配置し捕獲実績を確保できた。 

改善点：この体制を次年度以降も継続する。また、中長期的な捕獲体制の維持

のため、ハンター養成スクール等により狩猟者の確保・育成に取組む。 

【個体処分】 

評価： 捕獲個体 2,664 頭のうち、食肉加工施設への持ち込みが 811 頭（30％）、

自家消費が 546 頭（21％）と有効活用された。 

改善点：捕獲個体の半数が有効活用されており、搬出可能なものは引き続き施

設への持ち込みや自家消費の拡大を進める。なお、県全域での捕獲数

増加と有効活用のためには、獣肉加工施設や焼却施設等の充実（地域

偏在の解消等）も必要である。 

【環境配慮】 
評価： 捕獲地が奥山であり 967 頭（36％）が埋設処理された。 

改善点：引き続き受託者に適正な処理の徹底を指導する。 

【安全管理】 

評価： 捕獲従事者に対する安全管理研修の実施、緊急時の連絡体制の整備等

の事故防止対策が図られている。 

改善点：引き続き受託者への安全管理の徹底を指導する。 

3．その他の事項に関する評価及び改善点 

 （特になし） 
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4．全体評価 

 今期は県全域の奥山地域において９月初旬から捕獲を開始した。１月あたりの捕獲が例年に

比べ多く、特に隣接する兵庫県、岡山県とともに設定している捕獲強化月間の 10 月には、過

去最多となる 1,019 頭を捕獲し、本県のシカ捕獲に大きく寄与した。 

 モニタリング調査によると、県中部・西部にもシカの分布拡大や森林植生の衰退が見られ、

県内での推定生息頭数の減少も見られないことから、次年度以降も県全域の奥山での捕獲を継

続し、有害捕獲や狩猟と合わせてシカの捕獲強化を進めることとする。 

 

■ニホンジカ捕獲数の推移                   （単位：頭） 

区分 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

有害捕獲 5,646 5,370 4,149 3,846 4,676 6,076 7,454 8,993 

狩猟 822 528 951 1,034 712 659 519 567 

指定事業 － 199 2,174 1,827 2,131 2,351 2,321 2,664 

計 6,468 6,097 7,274 6,707 7,519 9,086 10,294 12,224 

                              

 

※「改善点」の欄には、評価結果を次期の指定管理鳥獣捕獲等事業実施計画にどう反映するか等について記入

する。 

 

○第二種特定鳥獣管理計画の目標に対する、本事業の寄与状況について 

 県内のシカ捕獲数は、令和元年度に管理計画の目標頭数である 9,000 頭を初めて達成した

が、令和２年度は 10,221 頭、令和３年度は過去最多の 12,224 頭となった。そのうち本事業に

よる捕獲は 20％以上を占め、目標達成に大きく寄与している。 

 シカ個体数の抑制のためには、さらに多くの捕獲を継続することが必要であることから、本

事業を継続し更なる捕獲強化を図る必要がある。 
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４．必須となる記録項目 

（１）データの整備状況 

ア）基礎となる記録項目の整備状況 

指定管理鳥獣捕獲等事業において整備している情報の項目にチェックをつける。 

項 目 整備状況 備考 

①捕獲数・目撃

数・捕獲努力量

等の位置情報 

 行政区域（都道府県・市町村）ごと 

 事業区域ごと 

 ５km メッシュ 

 １km メッシュ 

 捕獲地点（緯度経度） 

 捕獲等に関する位置を記録していない 

 

②捕獲数  捕獲した個体の総数 

 雌雄の別 

 幼獣・成獣の別 

 その他捕獲した個体に関する情報 

（                 ） 

 

③目撃数  作業の従事者が目撃した個体の総数  

④捕獲努力量 

 

 銃猟：のべ作業人日数※ 

 わな猟：わな稼働日数 

(わな稼働日数＝わな基数×稼働日数) 

※わな猟は「のべ作業人日数」

のみ把握している（広域・長期

間の事業であり、稼働日数の正

確な把握は困難） 

※のべ作業人日： 捕獲作業期間中に捕獲に従事した作業人数の合計。事前調査や下見に費やした作業の人日数

は除く。 

 

イ）捕獲に関する概況地図の作成の可否 

 作成できる概況図（地図）※についてチェック 

捕獲位置の地図  ５ｋｍメッシュ地図   １ｋｍメッシュ地図 

 地点（緯度経度）地図  捕獲位置の地図を作成できない 

CPUE の地図  ５ｋｍメッシュ地図   １ｋｍメッシュ地図 

 地点（緯度経度）地図  CPUE の地図を作成できない 

SPUE の地図  ５ｋｍメッシュ地図   １ｋｍメッシュ地図 

 地点（緯度経度）地図  SPUE の地図を作成できない 

概況図を作成する

上での課題 

 捕獲位置の５ｋｍメッシュ地図は、翌年度の調査業務の中で作成し

ている（評価書提出時期（6月末）までの作成は労力的に困難なため添

付できない）。CPUE と SPUE の５ｋｍメッシュ地図の作成は、必要性も

含め、受託者との調整が必要（必要なデータは概ね収集している） 

※概況図は原則として添付する。添付できない場合は「作成できない」をチェックする。 
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（２）実施結果（必須となる記録項目） 

ア）捕獲努力量に関する事項 

①銃器による捕獲 

外業の人日数総数※1：     ７２９ 人日 

事前調査人日数概数※2：      － 人日（把握していない） 

出猟（捕獲作業）人日数：   ７２９ 人日 

項 目 令和３年 

（事業年度の値） 

令和２年 

（前年度の値） 

増減の傾向 

捕獲努力量（銃猟） 

のべ人日数 
７２９人日 ８１０人日 増加  減少 

※1:事前調査人日数概数と出猟（捕獲作業）日数の合計 

※2:事前調査人日数概数は、捕獲作業直前の下見・調査を含まない。 

 

 

②わなによる捕獲 

外業の人日数総数※1：   ８，００３ 人日 

事前調査人日数概数※2：      － 人日（把握していない） 

出猟（捕獲作業）人日数： ８，００３ 人日 

項 目 令和３年 

（事業年度の

値） 

令和２年 

（前年度の値） 

増減の傾向 

捕獲努力量（わな猟） 

わなの稼働総数（わな基×日数） 

【参考】のべ人日数 

 

（不明）基日 

８，００３人日 

 

（不明）基日 

８，０４８人日 

 

 

増加 減

少 

※1:事前調査人日数概数と出猟（捕獲作業）人日数の合計 

※2:事前調査人日数概数は、捕獲作業直前の下見・調査を含まない。 
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イ）捕獲に関する結果 

①銃器による捕獲 

項 目 令和３年  

（事業年度の値） 

令和２年 

（前年度の値） 

増減の傾向 

① 捕獲数 ３８６頭 ３０５頭 増加  減少 

② 目撃数 ７０４頭 ８３１頭 増加  減少 

③雌雄比 

（雌捕獲数／全捕獲数） 

４４％ 

（171/386） 

５０％ 

（153/305） 
増加  減少 

④幼獣・成獣比 

（幼獣数／全捕獲数） 

１２％ 

（45/386） 

１４％ 

（43/305） 

 

増加  減少 

 

令和３年度指定管理鳥獣捕獲等事業における捕獲手法別（銃器）の捕獲実績 

捕獲手法 捕獲実績 作業人日数※1 CPUE※2 SPUE※3 

 誘引狙撃 頭 人日 
頭/人日 

増加 減少 

頭/人日 

増加 減少 

 巻き狩り １２頭 ２４人日 
0.500 頭/人日 

増加 減少 

1.125 頭/人日 

増加 減少 

 忍び猟 頭 人日 
頭/人日 

増加 減少 

頭/人日 

増加 減少 

 モバイルカリング 頭 人日 
頭/人日 

増加 減少 

頭/人日 

増加 減少 

 夜間銃猟  頭 人日 
頭/人日 

増加 減少 

頭/人日 

増加 減少 

 その他 

（ 流し猟 ） 
３７４頭 ７０５人日 

0.530 頭/人日 

増加 減少 

0.960 頭/人日 

増加 減少 

※1：作業日数には捕獲を実施していない誘引期間は含まない。 

※2：CPUE＝捕獲数／のべ人日数 

※3：SPUE＝目撃数／のべ人日数 

※CPUE、SPUE は前年度の指定管理鳥獣捕獲等事業と比較して、「増加」「減少」をチェックする。 
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③ わなによる捕獲 

項 目 令和３年 

（事業年度の値） 

令和２年 

（前年度の値） 

増減の傾向 

２ 捕獲数 ２，２７８頭 ２，０１６頭 増加  減少 

②雌雄比 

（雌捕獲数／全捕獲数） 

４２％ 

（947/2,278） 

４２％ 

（836/2,016） 

 

増加  減少 

③幼獣・成獣比 

（幼獣数／全捕獲数） 

１０％ 

（235/2,278） 

１７％ 

（340/2,016） 

 

増加  減少 

 

令和３年度指定管理鳥獣捕獲等事業における捕獲手法別（わな）の捕獲実績 

捕獲手法 捕獲実績 わな稼働総数※1 CPUE※2 

 くくりわな ２，２５７頭 （不明）基日 
（不明）頭/基日 

増加  減少 

 箱わな ２０頭 （不明）基日 
（不明）頭/基日 

増加  減少 

 囲いわな １頭 （不明）基日 
（不明）頭/基日 

増加  減少 

 その他 

（     ） 
－ 頭 － 基日 

－ 頭/基日 

増加  減少 

※1:わな稼働総数には捕獲を実施していない誘因期間は含まない。 

※2:CPUE＝捕獲数／わな稼働日数 

※CPUE、SPUE は前年度の指定管理鳥獣捕獲等事業と比較して、「増加」「減少」をチェックする。 

 

エ）捕獲個体の適切な処理 

処理にかかる人工概数：   － 人・時間（把握していない） 

処理した個体のうち、食肉等への活用した個体の数量概数：   １，３５７ 個体 

適正な捕獲が実施されたかを確認する手法 

 

 捕獲の証拠物として、写真と尾の提出を義務付けている。 

 

 

 



 

 

 

 

 

令和３年度 指定管理鳥獣（ニホンジカ）捕獲等事業 実施区域図 

※米子市内は、捕獲期間はシカ猟期（11～2 月）のみ。 

       捕獲方法はわな猟のみとし、銃器の使用は止めさしに限る。 

 

※実施区域は、令和２年度と同一である（変更なし）。 

 


